
基本情報

実績情報

実績 ―

単位

―

施策
番号

施策 0103 生活習慣病について知ることで、区民自らが健康管理できるようにします

実績 483 465

平成12年度 根拠法令

区単独（委託）

成果指標

飾区内障害者施設通所者

あり裁量区分

実施内容
（事務事業の実施
内容、手段、過去
の改善実績等）

事務事業目的
区内の障害者施設の通所者が、適切な定期健康診査を受診することにより、健康的な生活を
送る。

指標の根拠 単位

受診者数 ― 人
512

【概要】
　区内の障害者施設の通所者で身体的状況等により、医療機関での健康診査が困難な者で施
設でまとまって検診を希望する者の健康診査を行う。

【実施内容】
①実施期間　通年
②実施場所　区内障害者施設及び  飾区保健所・金町保健センター
③費　　用　証明手数料一人あたり300円
④検査項目　労働安全衛生法に準ずる内容
⑤検査結果　施設を通じて本人に個別に渡す。

開始年度

対象者

性質区分 健康診査・検診 実施形態

担当課 健康推進課

地域保健法

事務事業名
重点評価
区分

重点
担当部

一般健康相談事業
保健所

― ― ―

実施回数 ― 回

２　活動指標の達成状況

指標の根拠活動指標

目標

― ― ―

― ― ―

― ―

平成25年度事務事業評価表（基本）

１　成果指標の達成状況

１　事務事業の概要

２　施策及び事務事業目的

区分 ２２年度 ２３年度 ２４年度

目標 683 620 530

― ― ―

実績 ― ― ―

区分 ２２年度 ２３年度 ２４年度

目標 35 30 27

実績 24 24 25

目標 ― ― ―

実績 ― ―

目標 ― ― ―

実績 ― ―

―

目標 ― ― ―
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延べ受診者数

1,876

２４年度

160

千円 0

0

千円

千円

1,876

千円

千円

人 0.28

160

0

0.00

0

千円

千円

金利 千円

千円

9,469

４　単位あたりコスト

項目 単位 ２４年度

委託料

トータルコスト（ｆ）
（ｂ＋ｃ＋ｄ＋e）

３　コスト内訳（決算）

12

千円

特
定
財
源

都道府県支出金

その他

直接事業費（ｂ） 千円

千円

7,421

千円

千円

千円

調整額（ｅ）

再雇用職員
人

千円

人件費

千円

千円職員人件費（ｃ）

収
入

一般財源（a）

千円

国庫支出金

項目 単位

間接費（ｄ） 千円 0

千円

0

支
出

（控）コスト対象外

千円

7,433

0

千円

退職給与引当

減価償却費

152

消耗品

9,157

千円

千円

単位の定義

実績数値（g） 人 512

単位あたり区単コスト（a/ｇ） 円 17,885

単位あたりコスト（ｆ/ｇ） 円 18,494
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過年度の実績状況の評価と今後の方向性

保健所

健康推進課

平成25年度事務事業評価表（重点評価）

事務事業名 一般健康相談事業
担当部

担当課

実績状況の評価

今後の方向性

改善

　この健診の検査項目は従業員向け健診の名残から労働安全衛生的な検査項目と
なっている一方、特定健康診査の検査項目に比べ不足している。健康診査は、健
康保持増進のためのものである。このため、 飾区特定健康診査の検査項目と同
一にするべきと考えている。施設の中には検査項目の修正に賛同できないとする
意見があるが今後、健康増進を目的とした健診の必要性を施設に説明し、検査項
目の変更を実現する。今回の検査項目の変更を契機に施設が健診結果を基に入所
者の健康管理にこれまで以上に留意することに期待したい。

　地域住民の健康保持・増進のため障害のある方にも健診の機会を提供している事業です。
疾患の予防・早期発見に役立つ健康診査は、健康の維持のため必要であり、区民の誰もが受
診できることが重要です。車いす使用や、慣れない場所で大声を出してしまうなど身体・精
神に障害のある方にとって、一般の医療機関利用者と混合しないこの健診は、障害者施設通
所者にとって無理なく健康診査を受診できる機会のため必要とされています。

目標

目標

「今後の方向性」に基づく取組内容

１　今後の成果指標の目標値

目標

２６年度

２６年度 ２７年度区分 ２５年度

目標

活動目標 視点 活動指標 単位

２　今後の活動目標及び活動指標の目標値

継続

成果指標 単位 区分 ２７年度２５年度

目標

目標

指標の根拠・計算式など

行政評価委員会の意見や予算編成等の結果を踏まえ、年度末
に記載し、区民に公表します。
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歳

広
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付
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医療機関

一般健康相談事業

ｔ

診察
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血液検査

胸部Ｘ線

心電図
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年
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制
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害

者

施

設

通

所

者

施設長が申込

自施設

もしくは保健所・金町

保健センターで実施

（健診委託業者）

健

康

診

査

受

診

ま

で
身体状況等により医療機関での受診が

困難な通所者が対象

受診

結果お知らせ

申
込
受
付
後
受
診
票
発
送

受診

結果お知らせ

受診について意向調査

飾区

飾区

飾区

結果お知らせ
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障害者通所者の健診と特定健診等の検査項目比較
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糖
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感
染
症

貧
血

糖
尿
病

糖
尿
病

肺
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肝
機
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一般健康相談事業
区内障害者
施設
通所者

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

労働安全衛生法
における

定期健康診断
労働者 ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ■ ■ ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ◎

飾区特定健康診査

40～74歳の
飾区

国民健康保
険被保険者

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○

＜参考＞
特定健康診査
（国基準）

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ■ ■ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○

健診種別 対象者

診察 血液 尿

心
電
図

眼
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胸
部
Ｘ
線

喀
痰
検
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ウ
ロ
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ノ
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ゲ
ン

視
力

聴
力

◎：必須項目　　○：医師の判断により実施する項目　　■：いずれかの項目の実施で可　　△：６５歳以上

2
4
年
度
健
診

脂質異常症 肝機能 腎機能 貧血 腎機能
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基本情報

実績情報

― ― ―

―

―

―

―

実績

―
目標

平成24年度事務事業評価表（基本）

１　成果指標の達成状況

１　事務事業の概要

２　施策及び事務事業意図

24

目標 ―

―
目標 ―

―
― ―

―

― ―

―

―

実績 ―

―

― ― ―
―

―

区分

35 35

23 24

30

実績

実績 ―

― ―

実績

２３年度

２　活動指標の達成状況

単位

実施回数 ― 回
目標

２２年度２１年度活動指標

―
― ― ―

目標

― ―

―

受診者数 ― 人
目標 683

指標の根拠

620

実績 465473 483

性質区分 健康診査・検診 実施形態

【概要】
　区内の障害者施設の通所者で身体的状況等により、医療機関での健康診査が困難な者の健
康診査を行う。

【実施内容】
①実施期間　通年
②実施場所　区内障害者施設及び  飾区保健所・金町保健センター
③費　　用　証明手数料一人あたり300円
④検査結果　施設を通じて本人に個別に渡す。

＊平成20年度は対象となる企業の要件を区内の小規模企業に限定し、実施した。平成21年度
からは、小規模企業従事者の健診を廃止し、障害者通所施設者のみで実施している。

施策

保健所

担当課 健康推進課

地域保健法

事務事業名
重点評価
区分

―
担当部

一般健康相談事業

名称

意図 健康や病気に関して身近なところで相談ができ、自ら健康づくりに取り組んでいる。

健康づくり

開始年度

対象者

裁量区分

実施内容
（事務事業の実施
内容、手段、過去
の改善実績等）

事務事業意図 区内の障害者施設の通所者が、適切な定期健康診査を受け、健康を確保している。

２２年度 ２３年度指標の根拠 単位 区分

835

平成12年度 根拠法令

区単独（委託）

２１年度成果指標

飾区内障害者施設通所者

あり
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単位あたり区単コスト（a/ｇ） 円 19,450 17,658 18,163

単位あたりコスト（ｆ/ｇ） 円 20,186 18,325 18,789

単位の定義 延べ受診者数

実績数値（g） 人 473 483 465

４　単位あたりコスト

項目 単位 ２１年度 ２２年度 ２３年度

7,084

２３年度

千円

退職給与引当

減価償却費

138 142

印刷製本費

9,200

7,051

項目 単位

6,908

0

２１年度

千円国庫支出金

直接事業費（ｂ） 千円

1,468

1,468

0

２２年度

0

32

7,051

0.00

千円

0

支
出

（控）コスト対象外

千円

153

7,116

0

0

1,620

間接費（ｄ） 千円

千円

千円職員人件費（ｃ）

人件費
人

収
入

一般財源（a）

千円

千円

千円

千円

消耗品費

委託料

トータルコスト（ｆ）
（ｂ＋ｃ＋ｄ＋e）

３　コスト内訳（決算）

0

千円

特
定
財
源

千円

都道府県支出金

その他

千円

0

0.20

金利 千円

千円

9,548 8,851

0

調整額（ｅ）

再雇用職員

8,737千円

00

人

千円

210

0.00

0

0 0

0

0.00

2,430 1,620

0.30 0.20

千円

0

2,430

0

6,758

8,529

0

千円

千円

150

138

0

0

8,446

0

千円 0 0

153180

0

210

180

0
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